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愛
媛
県
で
は
、
七
市
町
の
一
〇
地
域
、
有
人
島
は
三
一
島
が
離
島

振
興
法
に
基
づ
く
離
島
振
興
対
策
実
施
地
域
（
以
下
、「
離
島
地
域
」
と

い
う
。）
の
指
定
を
受
け
て
お
り
、
地
域
数
で
は
全
国
一
位
、
有
人
島

数
で
は
全
国
二
位
と
な
っ
て
い
ま
す
（
地
域
数
、
有
人
島
数
は
平
成
二
五

年
四
月
一
日
現
在
）。

　

本
県
の
離
島
地
域
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
一
〇
年
ご
と
に
六
回

の
「
愛
媛
県
離
島
振
興
計
画
」（
以
下
、「
計
画
」
と
い
う
。）
を
策
定
し
、

道
路
、
水
道
、
港
湾
な
ど
の
生
活
・
産
業
基
盤
の
整
備
を
積
極
的
に

推
進
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
人
口
は
平
成
二
年
の
国
勢
調
査
で

は
二
万
三
七
二
三
人
で
あ
っ
た
も
の
が
、
二
〇
年
後
の
平
成
二
二
年

に
は
一
万
五
〇
一
二
人
（
三
六
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
減
）
に
激
減
す
る
と
と

も
に
、
高
齢
化
率
（
六
五
歳
以
上
の
割
合
）
が
四
五
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
に

達
す
る
な
ど
、
過
疎
化
・
高
齢
化
が
著
し
く
進
行
し
、
活
力
の
低
下

が
懸
念
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
主
要
産
業
で
あ
る
農
水
産
業
の
不
振
、
離
島
固
有
の
地
理

的
に
不
利
な
条
件
に
よ
る
第
二
次
・
第
三
次
産
業
の
低
迷
な
ど
に
よ

り
、
離
島
を
取
り
巻
く
環
境
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
と

と
も
に
、
離
島
住
民
の
足
で
あ
る
航
路
の
維
持
や
防
災
対
策
等
、
重

要
な
課
題
を
抱
え
て
お
り
ま
す
。

愛
媛
県
企
画
振
興
部
地
域
振
興
局
地
域
政
策
課

愛
媛
県

離
島
振
興
計
画
の
概
要

「
住
ん
で
い
る
人
々
が
元
気
に
愛え

顔が
お

で
暮
ら
し
、
住
ん
で
み
た
く
な
る
島
づ
く
り
」
を
目
指
し
、
離

島
振
興
計
画
を
作
成
し
た
愛
媛
県
。
来
年
に
は
広
島
県
の
島
嶼
部
お
よ
び
臨
海
部
の
地
域
と
連
携
し

た
交
流
イ
ベ
ン
ト
「
瀬
戸
内
し
ま
の
わ
２
０
１
４
」
を
開
催
す
る
予
定
も
あ
る
。
長
崎
県
に
次
ぐ
離

島
県
で
あ
る
が
ゆ
え
の
課
題
も
多
い
な
か
、
行
政
や
地
域
住
民
が
一
体
と
な
り
、
瀬
戸
内
各
県
と
の

広
域
的
な
連
携
も
図
っ
て
い
く
。

特
集

都
道
県
離
島
振
興
計
画

離
島
振
興
対
策
実
施
地
域
の
概
況

１
．
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図１　計画の体系図 

○快適で安心して暮らせる島づくり ○活力のある島づくり 
○交流の盛んな島づくり  ○持続可能な島づくり 

振興の基本的方向〈基本政策〉 

（自立的発展、生活の安定、福祉の向上、地域間交流の促進） 

地域格差の是正 

・観光の開発 
・交流の促進 

今住んでいる人々が元気に愛顔で暮らし、ほかからも移り住んでみたくなる島づくり 

離　　島 

え がお

今住んでいる人々が元気に愛顔で暮らし、ほかからも移り住んでみたくなる島づくり 
え がお

10地域 
うち有人島31 

〈支援措置〉 
〈地域の創意工夫〉 
〈地域固有の資源活用〉 

交流の盛んな島づくり 

・自然環境の保全等 
・再生可能エネルギーの利用等 

持続可能な島づくり 

・情報通信環境の整備 
・生活環境の整備 
・医療の確保等 
・介護サービスの確保等 
・福祉の増進 
・教育・文化の振興 
・国土の保全・防災対策 
 

快適で安心して暮らせる島づくり 

【現状・課題】 

・交通体系の整備等 
・産業の振興 
・雇用機会の拡充等 
・人材の確保・育成 

活力のある島づくり 

目指すべき将来像 

過疎化、高齢化の 
著しい進行 

基幹産業である 
農水産業の低迷 

人の往来や物資の 
流通費用の低廉化 

防災対策　等 

【国家的・国民的役割】 

多様な伝統文化・ 
歴史的遺産等の 
保護・伝承 

自然との 
触れ合いの場や 
癒しの空間 

良質な 
食料供給の場 



88

　

一
方
で
、
本
県
の
離
島
は
、
本
土
か
ら
比
較
的
近
距
離
に
あ
り
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
瀬
戸
内
国
立
公
園
及
び
足あ
し

摺ず
り

宇う

和わ

海か
い

国
立
公
園
の

海
域
内
に
位
置
し
、
豊
か
な
自
然
環
境
と
海
洋
資
源
に
恵
ま
れ
た
う

え
に
、
固
有
の
祭
り
や
文
化
財
な
ど
の
伝
統
文
化
や
歴
史
的
遺
産
等

を
有
し
、
優
れ
た
自
然
景
観
や
良
質
の
食
糧
供
給
の
場
と
し
て
の
国

家
的
・
国
民
的
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
と
も
に
、
地
域
資
源
を
最
大

限
に
活
用
し
た
「
癒
し
」
や
「
ゆ
と
り
」
な
ど
が
体
験
で
き
る
体
験
・

交
流
の
場
と
し
て
、
ま
た
新
た
な
生
活
の
場
と
し
て
の
役
割
が
求
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
離
島
振
興
法
の
改
正
を
踏
ま
え
、
地

域
間
交
流
を
促
進
し
、
無
人
の
離
島
の
増
加
及
び
人
口
の
著
し
い
減

少
の
防
止
や
定
住
の
促
進
を
図
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
計
画
で
は
今

後
一
〇
年
間
の
振
興
の
基
本
的
方
向
を

・
快
適
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
島
づ
く
り

・
活
力
あ
る
島
づ
く
り

・
交
流
の
盛
ん
な
島
づ
く
り

・
持
続
可
能
な
島
づ
く
り

と
し
て
、「
住
ん
で
い
る
人
々
が
元
気
に
愛え

顔が
お

で
暮
ら
し
、
住
ん
で

み
た
く
な
る
島
づ
く
り
」
を
目
指
し
、
県
、
市
町
及
び
地
域
住
民
が

一
体
と
な
り
、
瀬
戸
内
各
県
と
の
広
域
的
な
連
携
も
図
り
な
が
ら
、

今
後
の
離
島
振
興
に
努
め
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

計
画
の
中
で
は
、
次
の
よ
う
な
分
野
別
の
振
興
方
針
を
掲
げ
て
お

り
ま
す
。

●

【
交
通
体
系
の
整
備
】

　

宇
和
島
市
九く

島し
ま

と
本
土
を
結
ぶ
九
島
架
橋
や
上
島
諸
島
地
域
の
生

活
道
路
と
な
る
上
島
架
橋
を
推
進
す
る
ほ
か
、
離
島
の
住
民
に
と
っ

て
、
本
土
と
離
島
、
ま
た
、
離
島
と
離
島
を
結
ぶ
唯
一
の
移
動
手
段

と
し
て
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
離
島
航
路
に
つ
い
て
、
定
期
航
路

の
維
持
や
安
全
か
つ
安
定
的
な
輸
送
の
確
保
は
も
と
よ
り
、
住
民
が

利
用
し
や
す
い
輸
送
体
制
の
確
保
に
努
め
る
。

　

ま
た
、
離
島
地
域
で
は
移
動
に
対
す
る
負
担
感
が
強
く
、
定
住
促

進
や
交
流
人
口
の
拡
大
等
を
図
っ
て
い
く
う
え
で
障
害
に
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
離
島
航
路
等
人
の
往
来
に
か
か
る
費
用
の
低
廉
化
に

対
す
る
取
り
組
み
を
進
め
る
。

　

さ
ら
に
、
物
資
の
輸
送
に
費
用
や
時
間
が
多
く
か
か
る
状
況
に
あ

り
、
産
業
の
振
興
等
を
図
る
う
え
で
大
き
な
障
害
と
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
物
資
の
流
通
効
率
化
に
対
す
る
取
り
組
み
も
進
め
る
。

●

【
情
報
通
信
環
境
の
整
備
に
関
す
る
事
項
】

　

離
島
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
、
情
報
化
の
遅
れ
た
地
域
を
対
象

に
高
度
情
報
通
信
基
盤
の
整
備
を
推
進
し
て
き
た
が
、
超
高
速
ブ

ロ
ー
ド
バ
ン
ド
の
整
備
な
ど
残
さ
れ
た
地
域
に
お
け
る
情
報
格
差
の

計
画
の
基
本
的
な
方
針

２
．
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愛
媛
県
離
島
振
興
計
画
の
概
要

図２　分野別振興方針の概要 

今住んでいる人々が元気に愛顔で暮らし、ほかからも移り住んでみたくなる島づくり 
え がお

※枠囲み二重下線：法改正により新たに追加された項目　波下線：新規施策、一重下線：一部新たな要素を含んだ施策 

交通体系の整備等 

分

野

別

の

振

興

方

針

九島架橋の早期完成及び上島架橋の推進、島内道路の整備、 
離島航路及び島内バスの維持やサービスの向上、港湾・ 
漁港施設等の整備、航路運賃の低廉化、物資の流通効率化等 

情報通信環境の整備 高度情報通信基盤の整備、ＩＣＴ普及のための環境整備、 各分野におけるＩＣＴの利活用促進、ＩＣＴ利活用による地域活性化等 

産業の振興 柑橘･花き栽培の振興、生産基盤整備、栽培漁業･養殖業の推進、 
６次産業化や農商工連携の推進、人材の育成確保や起業化支援等 

雇用機会の拡充等 働きたい人の状況に応じた就職支援や離職者への再就職支援等 

生活環境の整備 水道事業の効率化、耐震施設への更新、安全な飲料水の安定確保 
し尿､生活排水の適正処理、廃棄物の資源化､減量化等 

医療の確保等 医師､歯科医師､看護師等の確保、医療施設･設備の充実、 
質の高い医療提供体制の充実、救急搬送体制の構築等 

介護サービスの確保等 介護サービス基盤の整備やサービス内容の充実等 

福祉の増進 在宅支援体制の充実、地域包括ケアシステムの構築支援、 
保育所施設の整備、特別保育の推進等 

教育・文化の振興 
教育施設･設備の充実、教育環境の維持向上、通学費等の支援、 
多様な学習環境の整備、特色ある地域文化の保存・ 
活用と次世代への伝承等 

観光の開発 地域の特性を生かした新たな滞在型観光地づくり、 
食や特産品を活用した経済波及効果の高い観光事業の開発等 

交流の促進 多様な地域資源を活かした体験・滞在型の交流事業の推進、
各離島が連携した広域交流の取り組み、積極的な離島のＰＲ等

自然環境の保全等 海岸漂着物の円滑な処理や効果的な発生抑制策の推進 

再生可能エネルギーの 
利用等 

再生可能エネルギーの導入促進、 
再生可能エネルギー利用に対する意識啓発等 

国土の 
保全・防災対策 

河川改修､土石流等防止対策、海岸保全対策及び津波災害対策の 
推進、森林整備の推進、避難路や避難施設の整備、 
衛星携帯電話や臨時へリポートの整備、生活必需品等の備蓄、 
防災に関する知識の普及・啓発活動推進等 

人材の確保・育成 産業や地域活動の中核的担い手の育成、ＵＩターン者等の 
外部人材の誘致等、企業や大学との連携による多様な人材確保 

その他離島振興 
人口増加に繋がる施策の総合的・複合的実施、離島と離島、
離島と本土との連携強化、近県との連携による
広域での振興方策検討等
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解
消
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
高
度
情
報
通
信
基
盤
が
整
備
さ
れ
た
地
域
に
お
い
て
も
、

利
活
用
が
遅
れ
て
い
る
な
ど
の
状
況
も
あ
り
、
利
活
用
を
推
進
す
る

人
材
育
成
及
び
県
民
生
活
や
地
域
活
性
化
に
役
立
つ
新
た
な
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
、
医
療
福
祉
や
防
災
防
犯
、
教
育
、
環
境
な
ど
の
各
分
野

に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利
活
用
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
離
島
地
域
が

有
す
る
優
れ
た
資
源
を
活
か
し
た
地
域
の
活
性
化
や
産
業
の
育
成
を

図
り
、
情
報
発
信
な
ど
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
利
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
農
林

水
産
業
・
観
光
な
ど
の
分
野
の
振
興
、
販
路
拡
大
な
ど
を
図
る
。

●

【
産
業
振
興
等
に
関
す
る
事
項
】

　

離
島
に
お
い
て
は
、
農
業
と
水
産
業
が
基
幹
産
業
と
し
て
、
離
島

の
地
域
経
済
や
住
民
生
活
を
支
え
て
き
た
が
、
広
域
交
流
、
定
住
促

進
な
ど
今
後
の
離
島
地
域
活
性
化
の
た
め
に
は
、
引
き
続
き
、
そ
れ

ぞ
れ
の
島
の
基
幹
産
業
の
振
興
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
か

ら
、「
愛
媛
産
に
は
、
愛
が
あ
る
。」
の
統
一
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の

も
と
、
本
県
の
貴
重
な
資
源
で
あ
る
農
林
水
産
物
の
Ｐ
Ｒ
や
ブ
ラ
ン

ド
化
を
図
る
。

　

農
業
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
柑
橘
・
花
き
栽
培

を
中
心
に
振
興
を
図
る
こ
と
と
し
、
こ
れ
に
必
要
な
農
道
や
農
業
用

水
路
な
ど
の
基
盤
整
備
を
行
う
ほ
か
、
新
し
い
栽
培
技
術
の
導
入
、

高
品
質
化
、
複
合
経
営
化
を
促
進
し
、
経
営
の
安
定
化
に
努
め
る
。

　

水
産
業
に
つ
い
て
は
、
付
加
価
値
の
高
い
栽
培
漁
業
や
養
殖
業
の

推
進
、
漁
港
、
漁
場
な
ど
の
生
産
基
盤
の
強
化
、
水
産
動
植
物
の
生

育
環
境
の
保
全
及
び
改
善
に
加
え
て
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
流

通
加
工
体
制
の
構
築
、「
愛
育
フ
ィ
ッ
シ
ュ
」
を
活
用
し
た
県
産
養

殖
魚
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
、
魚
食
普
及
や
ブ
ラ
ン
ド
化
の
推
進
に
努

め
る
。

　

さ
ら
に
、
農
水
産
物
の
高
付
加
価
値
化
を
図
る
た
め
、
加
工
技
術

の
開
発
、
加
工
設
備
の
整
備
に
努
め
、
地
域
資
源
を
活
用
す
る
六
次

産
業
化
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
観
光
・
体
験
農
園
や
観
光
・
体
験

漁
業
、
海
洋
性
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
た
交
流
の
拡
大
な
ど
、
地

域
資
源
を
活
用
し
た
産
業
振
興
を
推
進
す
る
。

●

【
生
活
環
境
の
整
備
に
関
す
る
事
項
】

　

離
島
地
域
に
お
け
る
水
道
整
備
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
離
島

振
興
施
策
に
よ
り
改
善
さ
れ
て
き
た
が
、
既
存
施
設
の
老
朽
化
が
進

ん
で
お
り
、
今
後
は
、
経
営
安
定
を
目
的
と
し
た
水
道
事
業
の
統
合

に
よ
る
効
率
化
を
図
る
と
と
も
に
、
近
い
将
来
予
想
さ
れ
て
い
る
東

南
海
・
南
海
大
地
震
に
備
え
、
耐
震
性
を
有
す
る
施
設
へ
の
更
新
を

推
進
す
る
。

　

ま
た
、
離
島
の
地
理
的
特
性
の
た
め
、
少
雨
に
よ
る
渇
水
及
び
施

肥
に
よ
る
水
質
汚
染
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
地
域
に
つ
い
て
は
、
新
た

な
水
源
開
発
の
検
討
を
進
め
、
安
全
な
飲
料
水
の
安
定
確
保
を
図
る
。

　

汚
水
処
理
施
設
に
つ
い
て
は
、
松
山
市
島
し
ょ
部
を
中
心
と
し
て

未
整
備
の
地
域
が
あ
り
、
生
活
環
境
の
悪
化
や
瀬
戸
内
海
、
宇
和
海
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の
海
域
汚
染
の
一
因
に
も
な
っ
て
い
る
た
め
、
農
業
・
漁
業
集
落
排

水
事
業
を
重
点
的
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
個
別
処
理
が
望
ま
し
い

地
域
に
つ
い
て
は
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
を
促
進
し
、
し
尿
、

生
活
排
水
の
適
正
な
処
理
対
策
を
推
進
す
る
。

●

【
医
療
の
確
保
に
関
す
る
事
項
】

　

医
療
に
つ
い
て
は
、
有
人
島
三
一
島
の
う
ち
、
有
医
島
が
九
島

（
一
万
二
二
七
七
人
）、
無
医
島
が
二
二
島
（
二
七
三
五
人
）
で
あ
り
、
有

医
島
に
お
い
て
も
、
医
師
一
名
の
島
が
ほ
と
ん
ど
で
、
未
だ
十
分
な

医
療
が
確
保
さ
れ
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
愛
媛
県
地
域

保
健
医
療
計
画
に
基
づ
き
、
病
院
、
診
療
所
に
勤
務
す
る
医
師
、
歯

科
医
師
及
び
看
護
師
等
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
医
療
施
設
・

設
備
等
の
充
実
を
図
り
、
本
土
の
医
療
機
関
と
の
機
能
分
担
と
連
携

強
化
に
よ
り
、
安
全
・
安
心
で
質
の
高
い
医
療
提
供
体
制
の
充
実
を

図
る
。

　

ま
た
、
救
急
医
療
に
つ
い
て
は
、
離
島
の
み
で
対
応
す
る
こ
と
は

困
難
な
た
め
、
救
急
艇
の
整
備
、
県
広
域
災
害
・
救
急
医
療
情
報
シ

ス
テ
ム
の
活
用
、
消
防
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
搬
送
体
制
づ
く

り
等
に
よ
り
、
本
土
の
医
療
機
関
と
の
連
携
強
化
に
努
め
る
。

●

【
高
齢
者
の
福
祉
そ
の
他
の
福
祉
の
増
進
に
関
す
る
事
項
】

　

本
県
離
島
地
域
の
高
齢
化
率
は
、
県
平
均
二
六
・
六
パ
ー
セ
ン
ト

の
倍
近
く
と
な
る
四
六
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
示
し
、
こ
れ
ま
で
経
験

し
た
こ
と
の
な
い
超
高
齢
社
会
を
迎
え
て
い
る
中
で
も
、
高
齢
者
が

住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
安
心
し
て
、
愛
顔
で
暮
ら
せ
る
社
会
づ
く
り

を
目
指
す
。

　

こ
の
た
め
、
在
宅
高
齢
者
の
自
立
と
生
活
の
質
の
向
上
を
図
り
、

元
気
で
生
き
生
き
と
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
介
護
予
防
及
び
生

活
支
援
対
策
な
ど
、
在
宅
支
援
体
制
の
充
実
を
図
り
、
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
の
支
援
に
努
め
る
。

　

ま
た
、
地
域
社
会
の
活
力
維
持
の
た
め
、
高
齢
者
が
引
き
続
き
地

域
を
支
え
る
貴
重
な
マ
ン
パ
ワ
ー
と
し
て
活
躍
で
き
る
よ
う
、
老
人

ク
ラ
ブ
の
育
成
や
趣
味
・
創
作
活
動
、ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
活
動
、
世
代
間
交
流
等
の
生
き
が
い
活
動
を
支
援
す
る
。

●

【
教
育
及
び
文
化
の
振
興
に
関
す
る
事
項
】

　

島
の
将
来
を
担
う
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
地
域
住
民
等
と
連
携

し
て
、
離
島
地
域
の
教
育
環
境
の
維
持
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、

島
の
教
育
環
境
を
生
か
し
た
離
島
留
学
制
度
な
ど
学
校
を
拠
点
と
し

た
交
流
活
動
の
推
進
を
図
る
。

　

ま
た
、
本
土
や
他
の
離
島
に
あ
る
学
校
で
学
ぶ
た
め
、
遠
距
離
通

学
や
寄
宿
舎
生
活
を
行
う
児
童
生
徒
に
つ
い
て
は
、
利
用
し
や
す
い

航
路
ダ
イ
ヤ
の
確
保
や
通
学
費
・
居
住
費
の
援
助
な
ど
に
努
め
、
教

育
機
会
の
一
層
の
確
保
を
図
る
。

　

さ
ら
に
、
離
島
地
域
は
そ
れ
ぞ
れ
が
個
性
豊
か
な
地
域
文
化
に
恵

ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
特
色
あ
る
地
域
文
化
の
保
存
・
活
用
、
次

愛
媛
県
離
島
振
興
計
画
の
概
要
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世
代
へ
の
継
承
に
努
め
る
と
と
も
に
、
広
域
的
な
連
携
も
含
め
た
積

極
的
な
情
報
発
信
に
よ
り
地
域
の
活
性
化
を
推
進
す
る
。

●

【
観
光
の
開
発
に
関
す
る
事
項
】

　

本
県
の
離
島
地
域
は
、
瀬
戸
内
海
国
立
公
園
と
足
摺
宇
和
海
公
立

公
園
に
位
置
し
、
多
島
海
の
美
し
い
景
観
に
恵
ま
れ
て
い
る
も
の
の
、

交
通
の
利
便
性
な
ど
地
理
的
・
社
会
的
要
因
に
よ
り
、
全
体
的
に
は

観
光
客
数
は
減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
農
漁
業
体
験
を
行
う
グ

リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
、
温
泉
等
を
活
用
し
た
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
、

自
然
観
光
資
源
の
保
護
に
配
慮
し
な
が
ら
体
験
・
学
習
す
る
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
を
引
き
続
き
推
進
し
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た

新
た
な
滞
在
型
の
観
光
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

●

【
国
内
及
び
国
外
の
地
域
と
の
交
流
の
促
進
に
関
す
る
事
項
】

　

島
特
有
の
自
然
景
観
や
個
性
あ
る
伝
統
文
化
等
の
多
様
な
地
域
資

源
を
活
か
し
た
滞
在
交
流
型
の
事
業
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
実
施

に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
る
「
瀬
戸
内
し
ま
の
わ
２
０
１
４
」
な

ど
の
各
離
島
が
連
携
し
た
広
域
交
流
の
取
り
組
み
を
進
め
る
。

　

な
お
、
交
流
促
進
に
は
、
離
島
の
状
況
や
魅
力
を
他
地
域
の
人
々

に
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
が
大
事
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
情
報
発
信
等

に
よ
る
積
極
的
な
離
島
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
く
。

　

ま
た
、
交
流
活
動
な
ど
を
通
し
て
他
地
域
か
ら
の
移
住
者
を
呼
び

込
み
定
住
人
口
を
増
や
す
た
め
、
支
援
体
制
の
強
化
を
図
る
と
と
も

に
、
空
き
家
や
廃
校
等
の
遊
休
施
設
の
利
活
用
に
よ
る
宿
泊
滞
在
施

設
等
の
整
備
も
進
め
る
。

●

【
国
土
保
全
施
設
等
の
整
備
及
び
防
災
対
策
に
関
す
る
事
項
】

　

離
島
は
周
囲
を
海
で
囲
ま
れ
急
峻
な
山
が
海
岸
線
に
迫
っ
て
い
る

な
ど
、
地
形
的
要
因
か
ら
風
水
害
及
び
土
砂
災
害
に
特
に
弱
く
、
災

害
発
生
時
に
は
復
旧
に
も
時
間
を
要
す
る
状
況
に
あ
る
。
こ
の
た
め
、

住
民
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
海
岸
保
全
施
設
、
砂
防

施
設
及
び
治
山
施
設
な
ど
の
国
土
保
全
施
設
を
整
備
す
る
必
要
が
あ

る
。

　

河
川
施
設
に
つ
い
て
は
、
河
道
狭
小
等
の
た
め
著
し
く
治
水
機
能

が
低
下
し
て
い
る
箇
所
を
洪
水
等
に
よ
る
被
害
か
ら
守
る
た
め
に
河

川
改
修
を
、
ま
た
、
砂
防
施
設
に
つ
い
て
は
、
土
石
流
や
急
傾
斜
地

の
崩
壊
等
か
ら
守
る
防
止
対
策
を
、
自
然
環
境
や
景
観
と
の
調
和
を

図
り
な
が
ら
積
極
的
に
推
進
す
る
。

　

ま
た
、
海
岸
施
設
に
つ
い
て
は
、
本
県
離
島
地
域
は
小
さ
な
島
が

多
く
、
人
家
及
び
農
地
が
海
岸
線
に
密
集
し
て
お
り
、
台
風
や
冬
期

風
浪
に
よ
る
越
波
に
よ
り
多
大
な
被
害
が
発
生
す
る
た
め
、
住
民
の

安
全
な
生
活
確
保
の
た
め
の
波
浪
に
対
す
る
海
岸
保
全
対
策
、
及
び

東
日
本
大
震
災
を
踏
ま
え
た
津
波
災
害
対
策
を
推
進
す
る
。

　

防
災
対
策
に
つ
い
て
は
、
離
島
と
い
う
地
理
的
条
件
を
踏
ま
え
、

避
難
対
策
や
孤
立
防
止
対
策
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
住
民

が
安
全
に
避
難
で
き
る
よ
う
、
災
害
の
態
様
に
応
じ
た
避
難
路
や
避
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難
場
所
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
孤
立
を
防
ぐ
た
め
、
衛
星
携
帯
電

話
や
臨
時
ヘ
リ
ポ
ー
ト
等
を
整
備
す
る
な
ど
、
大
規
模
災
害
時
の
迅

速
な
応
急
対
策
を
可
能
に
す
る
体
制
の
整
備
を
推
進
す
る
。

　

ま
た
、
万
が
一
孤
立
し
た
場
合
に
お
い
て
も
、
救
援
物
資
等
が
届

く
ま
で
生
き
延
び
る
た
め
の
飲
料
水
、
食
料
、
生
活
必
需
品
等
の
備

蓄
を
推
進
す
る
。

　

そ
の
ほ
か
、
防
災
に
関
す
る
知
識
の
普
及
・
啓
発
活
動
や
防
災
訓

練
を
実
施
し
、
自
助
・
共
助
の
取
り
組
み
を
推
進
す
る
。

●

【
離
島
の
振
興
に
寄
与
す
る
人
材
の
確
保
及
び
育
成
の
現
況
に
関
す

る
事
項
】

　

こ
れ
ま
で
も
産
業
や
地
域
活
動
の
担
い
手
育
成
に
取
り
組
ん
で
き

た
と
こ
ろ
で
す
が
、
人
口
の
著
し
い
減
少
や
高
齢
化
の
進
行
に
よ
り
、

産
業
や
地
域
活
動
の
中
核
的
担
い
手
が
ほ
と
ん
ど
い
な
く
な
っ
た
離

島
が
散
見
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
産
業
や
地
域
活
動
の
中
核
的
担
い
手

の
育
成
に
努
め
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
等
の
外
部
人

材
の
誘
致
や
登
用
を
進
め
る
と
と
も
に
、
企
業
や
大
学
と
の
連
携
に

よ
る
多
様
な
人
材
確
保
を
図
る
。

【
魚う
お

島し
ま

群
島
地
域
】

　

唯
一
の
宿
泊
施
設
で
あ
る
「
魚
島
観
光
セ
ン
タ
ー
」
の
充
実
を
図

り
、
観
光
客
の
増
加
を
目
指
す
と
と
も
に
、
愛
媛
大
学
と
の
連
携
を

継
続
し
、
魚
島
の
伝
統
行
事
で
あ
る
「
て
ん
て
こ
」
や
秋
祭
り
の
保

存
活
動
を
実
施
す
る
。
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
（
卓
球
）
や
伝
統
文

化
の
保
存
活
動
（
獅
子
舞
）
な
ど
を
通
じ
、
住
民
同
士
や
他
地
域
と

の
交
流
の
場
と
し
て
の
活
用
を
目
指
し
た
「
魚
島
地
域
交
流
施
設
」

を
整
備
す
る
。

●

【
上か
み

島じ
ま

諸
島
地
域
】

　

上
島
諸
島
地
域
の
振
興
を
図
る
上
で
重
要
な
上
島
架
橋
に
つ
い
て

は
、
す
で
に
開
通
し
て
い
る
弓ゆ

削げ

大
橋
、
生い
き

名な

橋
と
合
わ
せ
て
本
来

の
効
果
を
発
揮
さ
せ
る
た
め
、
生
名
島
と
岩
城
島
を
結
ぶ
岩
城
橋
の

早
期
開
通
を
目
指
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
平
成
二
三
年
度
に
弓
削
島
に
整
備
さ
れ
た
「
イ
ン
ラ
ン
ド

シ
ー
リ
ゾ
ー
ト　

Ｆ
Ｅ
Ｓ
Ｐ
Ａ
（
フ
ェ
ス
パ
）」
を
観
光
・
交
流
の
拠

点
と
し
て
、
し
ま
な
み
海
道
と
連
動
し
た
サ
イ
ク
リ
ス
ト
の
受
け
入

れ
態
勢
の
構
築
な
ど
に
取
り
組
み
、
交
流
人
口
の
拡
大
を
目
指
し
て

い
る
。

　

さ
ら
に
、
平
成
二
六
年
度
に
予
定
さ
れ
て
い
る
愛
媛
県
・
広
島
県

共
催
の
「
瀬
戸
内
し
ま
の
わ
２
０
１
４
」
で
は
、
同
地
域
に
お
い
て

も
観
光
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
る
。

●

【
越お

智ち

諸
島
地
域
】

　

優
れ
た
自
然
景
観
と
豊
富
な
海
洋
資
源
を
有
す
る
と
と
も
に
、
水

愛
媛
県
離
島
振
興
計
画
の
概
要

各
地
域
に
お
け
る
特
徴
的
な
取
り
組
み

３
．
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表３　地域別振興計画の基本理念及び基本的方向性

地域名 市町村名 有人島名 計画の主な概要

魚島群島
2.71km2
228人

上島町 高井神島
魚島

・魚島地区光ファイバーケーブル架設整備
・簡易水道の維持管理整備
・魚島観光センターの活性化

上島諸島
26.10km2
7,648人

上島町

弓削島
佐島
生名島
岩城島
赤穂根島

・上島架橋（岩城橋）の早期着工早期実現
・航路の維持及び利用者の利便性向上
・医療従事者の確保及び医療環境の充実
・定住促進事業の推進
・鳥獣害防止対策の推進

越智諸島
2.25km2
51人

今治市 鵜島
津島

・安定的な航路の確保及び交通施設の整備
・水道施設の整備及び新たな水資源確保の検討
・港湾施設の整備

関前諸島
2.65km2
119人

今治市 大下島
小大下島

・安定的な航路の確保及び交通施設の整備
・医療の充実及び緊急医療の整備
・ブロードバンド環境の整備

来島群島
1.34km2
76人

今治市

小島
来島
馬島
比岐島

・安定的な航路の確保及び交通施設の整備
・地域資源を活かした観光の推進
・防災行政デジタル無線整備
・交流の拡充による水軍ネットワーク形成

新居大島
2.14km2
257人

新居浜市 大島

・廃校後の小学校を交流施設として整備及び新施設を拠点
とした各種団体等の活動への支援
・介護予防教室や生きがい活動への支援
・大規模災害発生時における孤立対策の推進

安居島
0.26km2
24人

松山市 安居島
・各種船賃助成制度の維持・拡充
・漁業振興のための基盤整備
・里島ツーリズムの促進

忽那諸島
36.12km2
4,695人

松山市

野忽那島
睦月島
中島
怒和島
津和地島
二神島
釣島

・各種船賃助成制度の維持・拡充
・災害に強い離岸堤などの基盤整備
・体験滞在型交流施設の整備
・里島ツーリズムの促進
・全国に認知される「里島ブランド」の確立
・地域活性化につながる地域リーダーの育成
・廃校など未利用施設の利用促進

青島
0.49km2
19人

大洲市 青島
・バリアフリー化した定期船への更新
・島内道路の補修及び避難路への手摺設置
・臨時ヘリポートの整備

宇和海諸島
11.99km2
2,113人

八幡浜市
宇和島市

大島
九島
嘉島
戸島
日振島
竹ヶ島

・航路運賃及び物流コストの低廉化の推進
・磯根資源増養殖の試験研究推進、加工品開発
・地域活性化に寄与する人材の育成
・九島架橋の早期完成
・防災情報システムの整備と防災対策の強化
・水産業の生産・加工・販売一環システムの構築

10地域
86.05km2
15,012人

7市町 31島

※面積は有人島に係る数値。

（下線：特徴的な取り組み）
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軍
関
係
の
史
跡
も
多
く
存
在
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
資
源
を
保
全
す

る
と
と
も
に
、
豊
か
な
自
然
環
境
を
生
か
し
な
が
ら
交
流
人
口
の
拡

大
を
目
指
し
て
い
る
。

●

【
関せ
き

前ぜ
ん

諸
島
地
域
】

　

平
成
二
〇
年
の
安
芸
と
び
し
ま
海
道
の
開
通
に
よ
り
広
島
県
本
土

と
陸
上
交
通
が
可
能
と
な
っ
た
岡
村
島
と
の
連
携
を
強
め
る
こ
と
に

よ
り
、
岡
村
島
を
含
め
た
関
前
地
域
全
体
で
、
農
業
・
漁
業
・
観
光

が
一
体
と
な
り
、「
せ
き
ぜ
ん
ブ
ラ
ン
ド
」
開
発
の
取
り
組
み
を
進

め
る
。

●

【
来く
る

島し
ま

群
島
地
域
】

　

国
指
定
名
勝
と
し
て
来
島
・
小お

島し
ま

を
含
む
波は

止し

浜は
ま

の
風
致
景
観
の

保
護
に
努
め
て
い
く
ほ
か
、
来
島
の
来
島
城
跡
、
小
島
の
芸
予
要
塞

跡
を
貴
重
な
歴
史
遺
産
と
し
て
、
郷
土
の
歴
史
学
習
の
場
と
し
て
活

用
さ
れ
る
べ
く
、
今
後
も
可
能
な
限
り
現
状
保
全
に
努
め
て
い
く
。

　

ま
た
、
平
成
二
六
年
度
に
予
定
さ
れ
て
い
る
「
瀬
戸
内
し
ま
の
わ

２
０
１
４
」
を
活
用
し
て
、
豊
か
な
地
域
資
源
を
国
内
外
に
積
極
的

に
情
報
発
信
す
る
。

●

【
新に

居い

大お
お

島し
ま

地
域
】

　

廃
校
後
の
小
学
校
を
交
流
施
設
と
し
て
地
域
活
性
化
の
中
核
拠
点

と
な
る
よ
う
検
討
を
進
め
る
と
と
も
に
、「
と
う
ど
お
く
り
」
を
は

じ
め
と
す
る
伝
統
行
事
を
積
極
的
に
情
報
発
信
す
る
こ
と
に
よ
り
、

交
流
人
口
の
拡
大
を
目
指
す
。

　

ま
た
、
島
内
の
自
然
・
史
跡
等
を
サ
イ
ク
リ
ン
グ
や
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
し
な
が
ら
学
習
・
体
験
す
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
特
産
品
で
あ
る
「
白
い
も
」
の
関
連
商
品
の
開
発
や
Ｐ

Ｒ
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め
、
大
島
の
知
名

度
向
上
を
図
る
。

●

【
安あ

居い

島じ
ま

地
域
】（
平
成
二
五
年
七
月
一
七
日
付
け
で
忽
那
諸
島
地
域
へ
編

入
）

　

島
の
特
産
品
で
あ
る
「
瀬
戸
の
島
ヒ
ジ
キ
」
の
ブ
ラ
ン
ド
化
や
産

地
化
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、忽
那
諸
島
地
域
と
一
体
と
な
っ
て「
里

島
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
交
流
人
口
の
拡
大
や
地

域
の
活
性
化
を
進
め
る
。

●

【
忽く
つ

那な

諸
島
地
域
】

「
島
び
と
が
活
き
活
き
と
輝
く
笑
顔
あ
ふ
れ
る
里さ
と

の
島
」
を
実
現
す

る
た
め
、
特
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
や
販
路
拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、

一
定
期
間
の
「
お
試
し
移
住
」
が
可
能
と
な
る
滞
在
型
交
流
施
設
の

整
備
や
受
け
入
れ
態
勢
の
構
築
に
取
り
組
む
ほ
か
、
廃
校
と
な
っ
た

学
校
施
設
な
ど
の
活
用
を
検
討
し
、
交
流
人
口
の
増
加
や
雇
用
の
創

出
に
つ
な
が
る
未
利
用
施
設
の
活
用
策
の
調
査
研
究
に
取
り
組
む
。

　

ま
た
、
平
成
二
二
年
度
に
開
催
さ
れ
た
「
松
山
島
博
覧
会
」
で
生

愛
媛
県
離
島
振
興
計
画
の
概
要
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ま
れ
た
魅
力
あ
る
体
験
メ
ニ
ュ
ー
の
充
実
や
「
地ち

産さ
ん

知ち

招し
ょ
う」
の
視
点

を
取
り
入
れ
た
新
た
な
体
験
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
を
支
援
す
る
。

●

【
青あ
お

島し
ま

地
域
】

　

本
土
と
唯
一
の
交
通
機
関
で
あ
る
青
島
〜
長
浜
航
路
の
存
続
維
持

の
た
め
、
老
朽
化
し
た
定
期
船
を
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
し
た
新
船
に
更

新
す
る
ほ
か
、
郷
土
芸
能
「
青
島
盆
踊
り
」
を
広
く
伝
承
し
、
世
代

間
の
交
流
等
を
推
進
す
る
。

●

【
宇う

和わ

海か
い

諸
島
地
域
】

　

交
通
基
盤
整
備
と
し
て
、
九
島
架
橋
の
平
成
二
七
年
度
中
の
早
期

完
成
を
目
指
し
て
工
事
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
ほ
か
、
主
要
産

業
で
あ
る
漁
業
の
振
興
を
図
る
た
め
、
と
る
漁
業
か
ら
水
産
資
源
を

管
理
し
て
い
く
漁
業
へ
と
展
開
で
き
る
よ
う
漁
港
・
漁
場
の
整
備
等

を
進
め
る
。

　

特
に
大
島
で
は
、
廃
校
舎
を
活
用
し
て
設
置
し
た
「
大
島
産
業
振

興
セ
ン
タ
ー
」
を
拠
点
と
し
て
、
ア
ワ
ビ
・
ナ
マ
コ
な
ど
の
磯
根
資

源
の
増
養
殖
の
試
験
研
究
を
進
め
、
水
産
加
工
品
の
開
発
や
六
次
産

業
化
等
を
図
る
。

　

ま
た
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
魅
力
あ
る
観
光
プ
ラ
ン
の
作
成
や

情
報
発
信
に
取
り
組
み
、
海
水
浴
、
磯
釣
り
、
ク
ル
ー
ザ
ー
や
ヨ
ッ

ト
等
の
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
海
洋
性
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
基
地

と
し
て
の
可
能
性
や
観
光
漁
業
の
発
展
策
を
検
討
す
る
。

　

今
後
も
、
離
島
振
興
法
の
趣
旨
に
基
づ
き
、
離
島
地
域
が
有
す
る

歴
史
・
文
化
や
豊
か
な
自
然
環
境
な
ど
の
魅
力
あ
ふ
れ
る
地
域
資
源

を
活
用
す
る
と
と
も
に
、
創
意
工
夫
や
支
援
措
置
を
講
じ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
地
域
格
差
の
是
正
を
図
り
、
自
立
的
発
展
を
目
指
す
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
二
五
年
七
月
一
七
日
付
け
で
忽
那
諸
島
地
域
の
興ご

居ご

島し
ま

が
新
た
に
離
島
指
定
を
受
け
る
と
と
も
に
、
一
島
一
地
域
と
し
て

指
定
さ
れ
て
い
た
安
居
島
地
域
が
忽
那
諸
島
地
域
に
編
入
さ
れ
た
と

こ
ろ
で
あ
り
、
新
た
な
地
域
指
定
の
も
と
で
、
離
島
地
域
が
一
体
と

な
っ
た
振
興
策
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

■

ま
と
め

４
．


